































業務の中か ら課題 を発見 し、それ を研修の場で検討 し、
その計画を実践の場に持 ち帰 り取 り組んでいる。今回、




　 当院は病床数144床 のへ き地中核病院である。看護
師配置は10:1、 看護師の平均年齢は42.1歳 である。
　当院看護局の院内教育計画では、経年別研修 を取 り入









　　1)第1回 目(6月):オ リエ ンテーション、個人ワー
　　　クの提示(個 人ワークの内容 は、自分の看護観 ・
　　　所属 している部署の良い点 ・悪い点等 を確認 し
　　　自分が変化 させてい きたい部分 に着 目で きるこ
　　　とを期待 し作成 した)。
　　2)第2回 目(7月):グ ループメンバーの発表(提
　　　出された個人 ワークの課題の内容 に より3～5
　　　名の4グ ループ編成)。 各 グループで課題 を明ら
　　　か にし研修計画書 を作成(評 価基準 も明記)す る
　　　こ と、各グループで希望するア ドバ イザーを決
　　　めることを説 明 した。提 出期 限は研修生の希望
　　　通 り7月 末 となった。
　　　　研修計画書 は、従来の教育計画の企画 と同様に




　　　を繰 り返 しなが ら課題の本質 を明らかにで きる
　　　 ことを目的としフォーマッ トを作成 した。
　　3)研 修計画書に従い、以降は各グループで自主的
　　　な活動を行 ってい く。
　　4)各 グループで取 り組み後の評価 を行い、看護局
　　　でプレゼンテーションを行 う。
　4.取 り組みの状況












　　　　 な方法でア ドバイザー(主 任)や 研修生に伝え
　　　　 るか(モ チベーシ ョンを低下 させないように)。
　　 2)ア ドバイザーとしての役割を向上させるために
　　　 はどのようにすればよいか。













要がある。 この研修は、 日常の業務から課題 を発見 し、





身につけるような体験 を作 り出 しているといえるのでは
ないか。 また、そのような体験 をより質の高い ものにす







んでいる。 しか し、今 まで述べてきたように様 々な課題
が明 らかになった。その課題 をクリアすることにより、




と継続 を通 して追究 していきたい。
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